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関
東
圏
を
主
軸
と
し
た
国

内
観
光
客
だ
け
で
な
く
国
外

か
ら
の
観
光
客
も
増
え
て
お

り
、
昨
年
の
３
月
に
は
総
来

場
者
数
が
５
０
０
０
万
人
を

超
え
た
道
の
駅
伊
東
マ
リ
ン

タ
ウ
ン
。
２
０
２
５
年
６
月

に
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任

し
た
山
田
氏
は
、
社
訓
で
あ

る
「
行
っ
て
み
た
い
」「
行
っ

て
よ
か
っ
た
」「
ま
た
行
き

た
い
」
を
胸
に
さ
ら
な
る
満

足
度
向
上
へ
さ
ま
ざ
ま
な
選

択
肢
を
思
案
す
る
。

伊
東
市
出
身
・
在
住
で
あ

り
、
三
島
信
用
金
庫
で
は
支

店
長
や
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
本
部

長
を
経
験
す
る
な
ど
地
域
経

済
へ
の
理
解
度
は
高
い
。
マ

リ
ン
タ
ウ
ン
に
関
し
て
は

「
地
元
の
名
産
品
や
温
泉
、

遊
覧
船
な
ど
伊
東
市
の
強
み

が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
場
所
」

と
特
徴
を
挙
げ
る
。
ま
た
、

「『
地
元
の

企
業
が
店

を
構
え
、

観
光
名
物

や
地
域
の

特
産
品
を

そ
こ
で
生

ま
れ
育
っ
た
人
が
売
る
』
と

い
う
地
域
密
着
が
完
成
し
て

い
る
道
の
駅
だ
」
と
分
析
す

る
。供

用
か
ら
25
周
年
を
迎

え
、
施
設
や
設
備
の
更
新
な

ど
維
持
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
状
維
持
で
は
な
く
時
代
に

合
わ
せ
た
変
化
を
怠
ら
な

い
。「
四
半
世
紀
が
過
ぎ
、

施
設
の
更
新
が
必
要
と
な
っ

て
い
く
が
、
大
切
な
の
は
そ

の
後
だ
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も

多
く
、『
ま
た
行
き
た
い
』

と
思
っ
て
も
ら
え
る
場
所
を

常
に
意
識
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
自
社
と
テ
ナ
ン
ト

企
業
と
の
さ
ら
な
る
連
携
が

重
要
だ
」
と
次
の
展
開
を
見

据
え
る
。
今
後
は
25
周
年
の

イ
ベ
ン
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
の
拡
充
、
地
元
の

人
も
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
を
目
指
す
。

自
身
の
考
え
と
し
て
「
よ

り
ペ
ッ
ト
と
楽
し
め
る
環
境

と
、
子
ど
も
が
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
場
所
づ
く
り
が

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
は
」
と
常
日
頃

か
ら
考
え
を
膨
ら
ま
せ
て
い

る
。建

設
業
の
イ
メ
ー
ジ
は

「
同
じ
地
域
を
活
性
化
さ
せ

て
い
く
仲
間
だ
。
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
重
要
性
を
理
解
し
て

も
ら
え
る

こ
と
は
難

し
い
が
、

絶
対
に
な

く
て
は
な

ら
な
い
存

在
だ
」
と

業
界
の
重
要
性
を
説
く
。

趣
味
は
カ
ー
レ
ー
ス
の
観

賞
で
、
熊
本
県
ま
で
足
を
運

ぶ
こ
と
も
。
伊
東
市
出
身
・

在
住
、
61
歳
。

立
春
や
一
番
星
は
誰
の
星

日
差
子

う
ぐ
ひ
す
餅
懐
紙
に
こ
ぼ
す

浅
緑

日
差
子

早
二
月
老
に
は
老
の
気
を
強

く

マ
サ
子

ほ
ど
け
ゆ
く
大
地
の
鼓
動
草

萌
ゆ
る

礼
子

老
犬
の
ま
ぶ
た
に
重
た
し
寒

の
水

和
子

懐
に
鯛
焼
ひ
と
つ
塾
帰
り文

代

伸
び
や
か
に
光
か
さ
ぬ
る
花

の
息

藍
子

大
空
へ
翔
ぶ
初
蝶
の
一
呼
吸

文
子

片
手
上
げ
春
呼
ぶ
埴
輪
の
小

さ
き
口

ツ
ト
ム

渋
面
の
父
の
一
粲
（
い
っ
さ

ん
＝
歯
を
出
し
て
笑
う
こ

と
）
雪
割
草

冴
栄

静
岡
県
支
部
三
島
分
会
（
佐

野
茂
樹
会
長
）は
12
月
17
日
、

熱
海
土
木
事
務
所
（
西
原
宏

昌
所
長
）
や
三
島

労
働
基
準
監
督
署

（
大
畠
均
署
長
）

の
河
村
美
奈
子
第

二
方
面
主
任
監
督

官
と
合
同
で
、
令

和
７
年
度
第
３
回

建
設
工
事
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
た
。

　

対
象
と
な
っ
た

の
は
、
森
田
土
木

（
伊
東
市
）
が
伊

東
市
内
で
施
工
す

る
「
令
和
７
年
度

（
国
）
１
３
５
号
道
路
改
築

工
事
（
道
路
拡
幅
工
）」
の

現
場
。
県
の
若
手
土
木
職
員

へ
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
も
兼
ね
て

お
り
、
熱
海
土
木
事
務
所
か

ら
は
１
人
が
参
加
し
た
。

　

工
事
概
要
と
パ
ト
ロ
ー
ル

の
着
眼
点
・
留
意
事
項
を
説

明
後
、
現
場
で
は
配
布
さ
れ

た
点
検
表
と
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
、
安
全
対
策
や
書

類
・
掲
示
物
な
ど
を
細
か
く

見
て
回
っ
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
後
に
は
講
評

を
行
い
、
整
理
整
頓
さ
れ
た

現
場
の
状
況
な
ど
を
評
価
し

た
。

で
新
年
恒
例
の
安
全
祈
願
祭

を
行
っ
た
。

　

佐
野
会
長
を
は
じ
め
齋
藤

稔
副
会
長
、
山
本
良
一
副
会

長
と
、森
田
委
員
長
ら
安
全

委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
他
、
三

島
労
働
基
準
監
督
署
の
大
畠

均
署
長
が
参
加
し
て
、
今
年

１
年
の
無
事
故
・
無
災
害
を

祈
っ
た
。

　

そ
の
後
、
三
建
会
議
室
で

令
和
７
年
度
第
２
回
安
全
委

員
会
を
開
き
、
令
和
８
年
度

事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

　

冒
頭
、
森
田
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
日
頃
か
ら
の
安

全
委
員
会
活
動
の
協
力
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、「
建

設
業
で
は
安
全
は
全
て
に
優

先
す
る
。
今
年
も
皆
さ
ん
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ゼ
ロ
災
害
を
達
成
で
き
る
よ

う
安
全
活
動
を
徹
底
し
た

い
」
と
話
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
安
全
指
導

者
研
修
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特

別
教
育
、
足
場
組
立
等
特
別

教
育
、安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、

第
39
回
安
全
大
会
な
ど
令
和

８
年
度
事
業
計
画
の
日
程
を

協
議
し
た
他
、
10
月
に
新
潟

県
で
開
催
さ
れ
る
第
63
回
建

設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
全

国
大
会
へ
の
参
加
を
決
め

た
。

　

三
島
建
設

業
協
会
安
全

委
員
会
（
森

田
崇
委
員

長
）
と
建
設

業
労
働
災
害

防
止
協
会
静

岡
県
支
部
三

島
分
会
（
佐

野
茂
樹
分
会

長
）
は
12
月

10
日
、
三
島

労
働
基
準
監

督
署
の
河
村

美
奈
子
第
二

方
面
主
任
監

督
官
と
と
も

に
、令
和
７
年
度
三
島
・

田
方
地
区
第
２
回
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

た
。

　

今
回
巡
回
し
た
の
は
、
駿

豆
建
設
が
施
工
中
の
「
狩
野

川
堤
防
維
持
工
事
」
の
現
場

と
、
小
野
建
設
が
施
工
し
て

い
る
「
三
島
市
公
営
住
宅
山

田
住
宅
Ａ
棟
大
規
模
改
修
に

伴
う
屋
上
防
水
及
び
外
壁
改

修
工
事
」
の
現
場
で
、
担
当

者
か
ら
工
事
概
要
や
進
捗
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
後
に
巡

回
し
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
点

検
表
に
沿
っ
て
標
識
類
や
作

業
環
境
、
安
全
設
備
な
ど
を

入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
ま

た
、
指
示
書
や
点
検
表
、
作

業
手
順
書
な
ど
の
書
類
を
確

認
し
た
他
、
休
憩
所
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
も
現
場
担
当

者
か
ら
聴
取
し
た
。

　

森
田
委
員
長
は
「
年
末
ま

で
わ
ず
か
と
な
り
厳
し
い
寒

さ
の
中
だ
が
、
労
働
災
害
防

止
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
交
通
安
全
に
も

気
を
付
け
て
ほ
し
い
」
と
参

加
者
に
呼
び
か
け
た
。

　

三
島
建
設
業
協
会
（
佐
野

茂
樹
会
長
）
の
安
全
委
員
会

（
森
田
崇
委
員
長
）
は
１
月

20
日
、
三
島
市
の
三
嶋
大
社

　

三
島
建
設
業
協
会
安
全
委

員
会
（
森
田
崇
委
員
長
）
と

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

　

三
島
建
設
業
協
会
総
務
委

員
会
（
大
舘
節
生
委
員
長
）

は
12
月
18
日
、
令
和
７
年
度

第
２
回
総
務
委
員
会
を
協
会

中
会
議
室
で
開
き
、
令
和
８

年
度
の
各
団
体
長
表

彰
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

　

大
舘
委
員
長
は
あ

い
さ
つ
の
中
で
、「
皆

さ
ん
の
協
力
の
お
か

げ
で
今
年
も
予
定
通

り
事
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
謝

意
を
述
べ
た
上
で
、

「
本
日
は
団
体
長
表

彰
者
の
推
薦
に
つ
い

て
し
っ
か
り
と
審
議

し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

　

議
事
で
は
、
静
岡

県
建
設
業
協
会
な
ど

４
団
体
の
会
長
表
彰

に
推
薦
す
る
表
彰
候
補
者
を

決
め
た
。
ま
た
、
令
和
８
年

度
の
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
構

成
に
つ
い
て
も
意
見
を
交
換

し
た
。

年度末 気を引き締めて 無災害年度末 気を引き締めて 無災害!!

団
体
長
表
彰
の

推
薦
候
補
者
決
め
る

総
務
委

熱
海
土
木

三
島
労
基
署
と
安
パ
ト
実
施安

全
委
・
建
災
防
三
島
分
会

【略歴】 １９８７年３月専修大学

経済学部卒業、同年４月伊豆信用

金庫（現在は三島信用金庫）に入

庫。２０２５年６月に伊東マリン

タウン代表取締役社長に就任。

伊東マリンタウン株式会社
代表取締役社長

山
やま

田
だ

豊
とよ

和
かず

氏

利
益
で
な
く
、
観
光
客
の
満
足
度
に
価
値

建
設
業
は
地
域
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
仲
間

無
事
故
・
無
災
害
願
い

無
事
故
・
無
災
害
願
い 

三
嶋
大
社
で
安
全
祈
願

三
嶋
大
社
で
安
全
祈
願

 

安
全
委

安
全
委

第２回安パトを実施
安全委・建災防三島

天を仰ぐ河津桜、満開の菜の花と春の息吹を競い合う
（函南町畑毛　撮影　村上益男氏）
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■
イ
ン
ト
ロ　

　

私
事
で
す
が
、
県
職
員
と

な
っ
て
か
ら
あ
っ
と
い
う
間

に
35
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

社
会
人
と
し
て
生
活
し
て

お
り
ま
す
と
、
ス
ト
レ
ス
と

い
う
も
の
が
付
き
物
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
解
消
す
る

た
め
に
趣
味
を
楽
し
む
こ
と

が
効
果
的
で
あ
る
と
言
い
ま

す
。
私
も
、
息
抜
き
の
た
め

に
、
気
が
付
け
ば
長
く
続
け

て
き
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す

の
で
、
紹
介
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。

■
３
つ
の
息
抜
き

　

今
回
、
紹
介
す
る
私
の
息

抜
き（
ス
ト
レ
ス
発
散
方
法
）

は
３
つ
。体
を
動
か
す
こ
と
、

お
笑
い
、
プ
ロ
レ
ス
で
す
。

好
き
な
事
で
あ
り
、
手
軽
で

あ
り
、
ま
た
、
緩
く
気
の
向

く
ま
ま
に
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
続
い
て
い
る
の
か
と

思
い
ま
す
。

■
体
を
動
か
す
こ
と

　

体
を
動
か
す
こ
と
は
、
汗

を
か
く
こ
と
、
筋
肉
に
負
荷

を
か
け
る
こ
と
で
す
。
定
期

的
に
や
っ
て
き
て
い
る
の

は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
自
重
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
。
ど
ち
ら
も
、

緩
く
自
分
の
ペ
ー
ス
で
や
っ

て
い
ま
す
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、
休
日
に

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
る
な
ど

の
目
的
も
無
く
、
気
の
向
く

ま
ま
。
年
齢
と
と
も
に
、
筋

肉
系
の
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
が
増

え
て
き
て
い
る
の
で
、
し
っ

か
り
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
か

ら
、
公
用
ス
マ
ホ
を
片
手
に

持
っ
て
、
無
理
の
な
い
距
離

を
走
っ
て
い
ま
す
。最
近
は
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
中
に
ス
キ
ッ
プ

を
適
度
に
混
ぜ
て
い
ま
す
。

あ
る
時
、
ス
キ
ッ
プ
を
試
し

た
と
こ
ろ
、
両
足
の
バ
ラ
ン

ス
が
悪
い
こ
と
が
わ
か
り
、

こ
れ
が
、
ア
キ
レ
ス
腱
の
痛

み
や
肉
離
れ
の
一
因
か
も
と

思
い
、
続
け
て
い
ま
す
。

　

自
重
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
、
平
日
帰
宅
後
に
、
余

力
と
自
分
時
間
が
あ
る
と

き
に
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
リ

ビ
ン
グ
に
敷
い
て
、
仰
向

け
に
寝
る
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
ま
ず
、
ゆ
っ
た

り
と
深
い
呼
吸
を
し
な
が

ら
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ヨ
ガ
の
よ
う
な

ス
ト
レ
ス
軽
減
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。ス
ト
レ
ッ
チ
の
後
、

腹
筋
、
腕
立
て
伏
せ
、
ク
ラ

ン
プ
な
ど
、
筋
肉
や
体
幹
に

負
荷
を
か
け
る
自
重
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
れ
も
ほ
ぼ
自
己
流
で
、
毎

日
や
る
わ
け
で
も
な
く
、
や

り
始
め
て
も
気
分
が
乗
ら
な

け
れ
ば
途
中
で
切
り
上
げ
、

と
に
か
く
気
軽
に
や
っ
て
い

ま
す
。

■
お
笑
い

“
笑
う
こ
と
は
心
身
の
健
康

に
効
果
が
あ
る
”
と
聞
き
ま

す
が
、
単
純
に
お
笑
い
が
好

き
で
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

楽
し
み
方
は
、
テ
レ
ビ
番
組

の
録
画
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
、
こ
れ
も
手
軽
に
。
ジ
ャ

ン
ル
で
は
し
ゃ
べ
く
り
漫
才

が
好
み
で
す
。
日
常
の
会
話

や
時
事
を
題
材
に
し
て
、
掛

け
合
い
だ
け
で
楽
し
く
、
面

白
い
こ
と
に
憧

れ
ま
す
が
、
単

純
に
“
面
白

さ
”
を
求
め
て

楽
し
ん
で
い
ま

す
。沼
津
に
は
、

よ
し
も
と
劇
場

が
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
、
行

く
こ
と
が
で
き

て
ま
せ
ん
。

■
プ
ロ
レ
ス

　

プ
ロ
レ
ス

が
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
好
き

で
す
（
基
本
、
新
日
本
プ
ロ

レ
ス
フ
ァ
ン
。
“
元
気
が
あ

れ
ば
何
で
も
で
き
る
”
と
、

事
務
所
内
に
猪
木
イ
ズ
ム
を

注
入
）。
現
在
は
、
地
上
波

と
Ｂ
Ｓ
で
放
送
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
を
録
画
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
。プ
ロ
レ
ス
は
、

ス
ポ
ー
ツ
か
？
、
真
剣
勝
負

か
？
等
々
の
論
議
が
あ
り
ま

す
が
、
格
闘
技
、
ス
ポ
ー
ツ

の
要
素
、
シ
ョ
ー
的
な
要
素

も
あ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
と
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
プ
ロ
レ
ス
の
魅
力
は
、

現
実
離
れ
し
た
、
鍛
え
抜
い

た
超
人
た
ち
が
繰
り
だ
す
技

の
攻
防
と
美
し
さ
で
す
。
レ

ス
ラ
ー
た
ち
は
、
日
々
、
過

酷
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
続

け
、
そ
し
て
技
を
か
け
る

側
、
受
け

る
側
の
信

頼
関
係
、

阿
吽
の
呼

吸
な
ど
の

基
に
成
り

立
っ
て
い

る
と
考
え

る
と
、
そ

こ
に
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
美
学
さ

え
感
じ
ま
す
。
最
近
は
、
昔

に
比
べ
た
ら
、
目
を
覆
い
た

く
な
る
よ
う
な
ヤ
バ
い
技
の

攻
防
も
あ
り
、
か
え
っ
て
ス

ト
レ
ス
に
な
っ
て
る
か
も

…
…
と
思
い
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
、
楽
し
ん
で
い
き
ま

す
。

■
ま
と
め

　

以
上
、
息
抜
き
（
ス
ト
レ

ス
発
散
方
法
）
を
３
つ
紹
介

し
ま
し
た
が
、
基
本
、
１
人

で
、
時
間
も
手
間
も
か
か
ら

ず
に
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、

気
軽
に
で
き
る
事
で
し
た
。

２
０
２
６
年
は
、
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
が
特
別

な
“
息
抜
き
”
と
し
て
加
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

三
島
建
設
業
協
会
土
木
・

災
害
対
策
委
員
会
（
土
屋
龍

太
郎
委
員
長
）
と
静
岡
県
土

木
施
工
管
理
技
士
会
三
島
地

区
（
西
村
保
徳
地
区
長
）
は

12
月
17
日
、
協
会
大
会
議
室

で
令
和
７
年
度
第
３
回
合
同

会
議
を
開
き
、
11
月
ま
で
の

活
動
報
告
や
今
後
の
活
動
予

定
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

土
屋
委
員
長
は
、
10
月
に

開
催
し
た
「
伊
豆
の
防
災

対
応
に
関
す
る
情
報
交
換

会
」
で
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
つ
つ
、
三
島
建
設
業
協
会

の
防
災
対
策
に
つ
い
て
呼
び

か
け
た
。「
災
害
が
起
こ
っ

た
際
の
連
絡
先
は
協
会
員

に
限
ら
ず
、
非
加
盟
の
業

者
と
も
つ
な
が
り
を
も
つ

べ
き
だ
」
と
三
建
メ
ー
ル

網
の
拡
充
と
災
害
時
の
連

携
強
化
の
必
要
性
を
強
調

し
た
。
ま
た
、
伊
豆
市
土

肥
地
域
や
伊
東
市
な
ど
道

路
啓
開
に
よ
る
支
援
に
時

間
が
か
か
る
地
域
に
つ
い

て
、
地
域
内
の
拠
点
へ
の

道
路
啓
開
体
制
構
築
の
重

要
性
を
示
し
た
。

　

会
議
で
は
こ
の
他
、
次

期
委
員
会
編
成
や
次
年
度

の
事
業
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

第３回合同会議を開催

土木・災害対策委・技士会三島

静
岡
県
沼
津
土
木
事
務
所
長

私
の
息
抜
き　

望

月

靖

之

静岡浅間神社の百段階段は
ジョギングコースの一部

ヨガマットとフォームローラー
（ストレッチ、自重トレーニング時に使用）

ドライブも息抜き。
夏には思い立って伊勢神宮まで日帰りで

【電子申請方式の操作方法についてのお問合せ先】ＴＥＬ０１２０－００６－１７５　平日９：００～１７：００

建退共静岡県支部　〒420-0851静岡市葵区黒金町11-7ｰ12階　ＴＥＬ054-255-6846

建 退 共 加 入 事 業 所 の み な さ ま
建退共の掛金が電子申請で納付可能になりました!

❶電子申請方式とは

❷電子申請方式の申込み方法は

　証紙に代わる「退職金ポイント」と
いう電子ポイントを事前に購入し、被
共済者の就労日数を登録した「就労実
績ファイル」により、個々の被共済者
の掛金として充当するものです。

　電子申請方式申込書をダウンロード
し建退共静岡県支部に提出。

①金融機関で証紙を購入する必要はありません
②手帳への証紙貼付や下請への現物交付が不要
③共済証紙受払簿の作成・管理が不要
④新規手帳申込等がオンライン申請できます
⑤加入履行証明願の作成が負担軽減

電子申請方式のメリット
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源
頼
朝
に
始
ま
り
約
７
百

年
に
及
ぶ
武
家
政
治
の
歴
史

に
お
い
て
、
徳
川
家
康
が
開

い
た
江
戸
幕
府
の
支
配
は
最

も
長
く
、
か
つ
安
定
し
た
武

家
政
権
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

「
泰
平
の
世
」
の
２
６
５
年

間
を
支
え
た
も
の
は
何
か
と

い
う
と
、
そ
れ
は
圧
倒
的
な

財
力
と
軍
事
力
で
あ
ろ
う
。

　

慶
長
５
（
１
６
０
０
）
年

９
月
、
関
ケ
原
の
合
戦
に
勝

利
し
天
下
を
取
っ
た
家
康
は

豊
臣
氏
が
持
っ
て
い
た
公
儀

権
力
を
掌
握
し
た
。
そ
し
て

１
６
０
３
年
、
征
夷
大
将
軍

　

地
域
建
設
業
に
携
わ
る

者
に
と
っ
て
、
４
月
が
近
づ

く
時
期
は
毎
年
そ
わ
そ
わ

す
る
季
節
だ
。「
今
年
の
新

規
入
社
は
４
人
の
見
込
み
だ

が
、
担
い
手
は
足
り
る
だ
ろ

う
か
」「
賃
上
げ
は
ど
の
程

度
実
施
す
べ
き
か
」。
そ
ん

な
課
題
と
向
き
合
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

現
場
を
見
渡
す
と
、
技
能

労
働
者
の
年
齢
層
は
年
々
上

が
っ
て
い
る
。
頼
も
し
い
ベ

テ
ラ
ン
の
背
中
は
健
在
だ

が
、
そ
の
後
に
続
く
若
い
世

代
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い

る
。
仕
事
量
は
減
ら
な
い
の

に
、
人
だ
け
が
減
っ
て

い
く　
　

そ
ん
な
焦
り

を
感
じ
る
場
面
は
少
な

く
な
い
は
ず
だ
。

　

建
設
業
の
人
手
不
足

に
は
、
複
数
の
要
因
が

絡
み
合
っ
て
い
る
。

・
現
場
へ
の
移
動
時
間

が
長
く
、
労
働
時
間
が

伸
び
が
ち
で
あ
る
こ

と
。

・
民
間
工
事
で
は
依
然

と
し
て
納
期
が
厳
し

く
、
土
日
出
勤
も
ま
だ

ま
だ
残
っ
て
い
る
こ

と
。

・
賃
金
水
準
が
他
産
業

と
比
べ
て
魅
力
的
と
は

言
い
切
れ
な
い
こ
と
。

　

さ
ら
に
、
都
市
部
と

の
人
材
獲
得
競
争
は
激

し
く
、
地
方
の
建
設
業

は
若
者
を
呼
び
込
む
の
に
苦

戦
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
構

造
的
な
課
題
が
積
み
重
な

り
、
担
い
手
不
足
は
慢
性
化

し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
は
地
域
建
設
業
に
と
っ

て
大
き
な
選
択
肢
と
な
り
つ

つ
あ
る
。
私
の
会
社
で
も
、

こ
こ
数
年
で
ベ
ト
ナ
ム
を
中

心
に
「
技
人
国
」「
技
能
実

習
」「
特
定
技
能
」
な
ど
多

様
な
在
留
資
格
の
外
国
人
材

が
総
勢
30
人
を
超
え
る
ま
で

に
な
っ
た
。

　

当
初
は
言
葉
の
壁
や
生
活

習
慣
の
違
い
に
戸
惑
う
こ
と

も
多
か
っ
た

が
、
彼
ら
の
ま

じ
め
さ
や
吸
収

の
早
さ
に
は
本

当
に
助
け
ら
れ

て
い
る
。
技
術

を
身
に
つ
け
よ

う
と
す
る
姿
勢

は
、
今
や
日
本

人
が
見
習
い
た

い
ほ
ど
だ
。

　

し
か
し
、
外

国
人
材
が
増
え

れ
ば
す
べ
て
が

解
決
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
文

化
や
価
値
観
の

違
い
か
ら
、
思
わ
ぬ
摩
擦
が

生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
日
本
人
は
控
え

め
が
美
徳
と
さ
れ
、
黙
々
と

仕
事
を
こ
な
し
、
自
分
の
成

果
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
は
品

位
に
欠
け
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
外
国
人
材

は
自
分
の
成
果
や
能
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
賃
上
げ
や
待
遇

の
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
す

る
こ
と
に
遠
慮
が
な
い
。
仲

間
う
ち
で
給
与
明
細
を
見
せ

合
う
こ
と
も
当
た
り
前
で
、

「
Ａ
さ
ん
よ
り
私
の
給
与
が

少
な
い
の
は
な
ぜ
か
」
な
ど

と
直
談
判
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
り
し
て
、
日
本
人
と

は
異
な
る
接
し
方
や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
工
夫
が
必
要
と
さ

れ
る
。
透
明
性
の
あ
る
評
価

制
度
な
ど
も
解
決
策
の
一
つ

か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
在
留
資
格
の
制
約

も
あ
り
、
長
く
働
い
て
も
ら

う
に
は
生
活
面
で
の
支
援
も

欠
か
せ
な
い
。
外
国
人
材
は

確
か
に
現
場
を
支
え
る
大
き

な
力
だ
が
、「
人
手
不
足
の

特
効
薬
」
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

捉
え
る
べ
き
だ
と
感
じ
て
い

る
。

　

も
う
一
つ
避
け
て
通
れ
な

い
の
が
賃
上
げ
の
問
題
で
あ

る
。

　

最
低
賃
金
の
上
昇
や
初
任

給
の
引
き
上
げ
は
近
年
顕
著

で
、
春
が
近
づ
く
と
「
大
手

Ｂ
社
が
初
任
給
30
万
円
超
」

「
Ｃ
社
は
前
年
か
ら
３
万
円

ア
ッ
プ
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー

ス
が
飛
び
交
う
。
中
小
企
業

と
し
て
は
、
見
劣
り
し
な
い

よ
う
「
防
衛
的
賃
上
げ
」
を

検
討
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ま
る

で
チ
キ
ン
レ
ー
ス
に
参
加
し

て
い
る
よ
う
な
感
覚
す
ら
あ

る
。

　

防
衛
的
賃
上
げ
は
一
定
の

効
果
が
あ
る
も
の
の
、
最
終

的
に
は
企
業
風
土
や
働
き
が

い
と
い
っ
た
〝
そ
の
会
社
な

ら
で
は
の
魅
力
〞
を
示
せ
な

け
れ
ば
、
人
材
確
保
の
決
め

手
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
こ
れ
か
ら
地
域
建

設
業
は
ど
う
対
応
し
て
い
く

べ
き
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
必
要
な
の
は
、
若
い

人
が
入
り
や
す
い
環
境
づ
く

り
だ
。
働
き
方
改
革
や
休
日

確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
建
設
業

で
働
く
魅
力　
　

現
場
で
身

に
つ
く
技
術
、
地
域
の
暮
ら

し
を
支
え
る
誇
り　
　

を
分

か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

外
国
人
材
に
つ
い
て
は
、

受
け
入
れ
側
の
体
制
整
備
が

重
要
だ
。
教
育
方
法
の
標
準

化
、
生
活
支
援
、
地
域
社
会

と
の
共
生
な
ど
、
企
業
単
独

で
は
難
し
い
課
題
も
多
い
。

地
域
の
建
設
業
同
士
が
連
携

し
、
研
修
や
採
用
イ
ベ
ン
ト

を
共
同
で
行
う
な
ど
、
横
の

つ
な
が
り
を
強
め
る
取
り
組

み
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い

る
。

　

人
手
不
足
は
今
後
も
続
く

課
題
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
人

が
減
る
か
ら
で
き
な
い
」
と

嘆
い
て
い
て
も
前
に
は
進
め

な
い
。
地
域
の
建
設
業
が
持

続
し
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン

を
渡
す
た
め
に
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
は

必
ず
あ
る
。

　

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え

る
一
員
と
し
て
、
前
向
き
な

道
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

に
任
ぜ
ら
れ
江
戸
に
幕
府
を

開
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
家

康
は
、
既
に
13
年
前
の
天
正

18
年
８
月
、
関
東
へ
入
国
し

た
の
を
機
会
に
戦
国
大
名
か

ら
近
世
大
名
に
脱
皮
成
長
を

遂
げ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
「
大
坂
の
陣
」
で
豊

臣
氏
を
滅
ぼ
し
公
儀
＝
将
軍

権
力
は
不
動
と
な
っ
た
。
同

時
に
そ
の
存
立
基
盤
を
固
め

た
家
康
は
、
政
権
を
握
る
と

頼
朝
に
習
っ
て
上
方
で
は
な

く
江
戸
に
幕
府
を
開
い
た
の

で
あ
る
。
幕
藩
体
制
の
基
盤

を
近
世
封
建
農
村
に
置
い
た

家
康
は
、
約
一
世
紀
の
間
に

所
領
を
増
大
し
た
。
中
期
に

は
７
０
０
万
石
（
う
ち
天
領

４
０
０
万
石
、
旗
本
知
行
所

３
０
０
万
石
）
に
達
し
、
幕

末
（
天
保
期
）
に
は
全
国
総

石
高
３
０
０
０
万
石
余
の
約

四
分
の
一
に
及
ん
だ
。
そ
れ

に
親
藩（
徳
川
一
門
の
大
名
）

の
領
地
３
４
０
万
石
を
併
せ

る
と
１
０
４
０
万
石
と
な
り

全
体
の
三
分
の
一
以
上
を
占

め
る
。
さ
ら
に
譜
代
大
名
の

領
分
ま
で
加
え
て
み
る
と
、

徳
川
の
巨
大
さ
の
ほ
ど
が
分

か
る
で
あ
ろ
う
。

　

領
地
の
み
な
ら
ず
「
将
軍

の
お
膝
元
」
の
江
戸
、「
天

下
の
台
所
」
の
大
坂
、
伝
統

的
権
威
と
し
て
の
天
皇
が
存

在
す
る
京
、
の
三
都
を
は
じ

め
各
地
の
重
要
都
市
（
港
町

の
長
崎
・
堺
、
門
前
町
の
山

田
・
奈
良
・
日
光
な
ど
）
を

直
轄
地
と
し
て
支
配
し
た
。

　

特
に
「
鎖
国
の
窓
」
長
崎

を
抑
え
て
海
外
貿
易
の
利
益

を
独
占
し
た
り
、
佐
渡
・
石

見
・
伊
豆
・
生
野
な
ど
の
主

要
金
銀
山
を
直
轄
支
配
。
金

座
・
銀
座
・
銭
座
を
設
け
金

銀
銭
の
三
貨
鋳
造
権
を
独
占

し
た
。
都
市
・
海
外
貿
易
・

鉱
山
・
貨
幣
の
支
配
は
、
統

一
政
権
と
し
て
の
江
戸
幕
府

の
財
政
基
盤
を
盤
石
な
も
の

に
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

全
大
名
を
質
量
と
も
に

完
全
に
圧
倒
し
た
経
済
的

基
盤
の
上
に
、
将
軍
家
は

「
旗
本
八
万
騎
」
と
言
わ

れ
た
強
力
な
軍
事
力
を
有

し
た
。
徳
川
氏
は
直
参
と

呼
ば
れ
る
直
属
の
家
臣
団
、

総
数
２
２
６
０
０
人
（
旗

本
５
２
０
０
人
、
御
家
人

１
７
４
０
０
人
）
を
持
ち
そ

れ
に
旗
本
各
自
の
軍
役
を
加

算
す
る
と
約
８
万
人
の
将
軍

親
衛
隊
が
実
現
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
数
は
10
万
石
の
大

名
40
家
分
の
兵
力
に
相
当

し
、
し
か
も
将
軍
と
し
て
親

藩
・
譜
代
大
名
の
軍
事
力
を

も
動
員
で
き
た
か
ら
、
個
別

の
大
名
で
は
幕
府
に
反
乱
を

起
こ
す
こ
と
な
ど
到
底
不
可

能
で
あ
っ
た
。

　

し
か
も
大
名
に
対
し
て
幕

府
は
厳
し
い
統
制
を
行
な

い
、
完
全
に
そ
の
支
配
下
に

置
い
た
。
大
名
は
親
藩
・
譜

代
・
外
様
に
類
別
さ
れ
、
あ

る
い
は
様
々
な
格
式
を
定
め

た
。
そ
の
上
、
大
名
配
置
に

は
細
心
の
注
意
を
払
い
、
外

様
の
近
く
に
は
親
藩
・
譜
代

を
配
置
し
て
、
監

視
・
牽
制
を
さ
せ

て
幕
府
へ
の
反
乱

を
起
こ
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
た
。　

さ
ら
に
「
武
家
諸

法
度
」
を
制
定
し

諸
大
名
に
遵
守
さ

せ
、
将
軍
は
本
領

を
安
堵
し
（
御
恩
）、
大
名

は
将
軍
に
忠
誠
の
義
務
（
奉

公
）
が
あ
る
。
そ
れ
は
戦
時

な
ら
軍
役
、
平
時
に
は
参
勤

交
代
、
築
城
や
河
川
改
修
工

事
な
ど
の
普
請
役
が
義
務
と

し
て
課
せ
ら
れ
、
大
名
は
財

政
難
に
陥
っ
た
。

　

大
名
統
制
策
で
最
も
効
果

的
だ
っ
た
の
は
除
封
・
取
り

潰
し
等
の
改
易
、
減
封
・
転

封
等
の
国
替
え
、
加
（
増
）

封
で
あ
っ
た
。
特
に
江
戸
時

代
前
期
に
は
無
嗣
絶
家
、
法

度
違
反
で
改
易
・
減
封
に

な
っ
た
大
名
が
多
か
っ
た
。

　

将
軍
親
政
の
下
、
複
数
の

老
中
が
幕
府
制
度
の
首
脳
と

し
て
、
協
議
を
し
な
が
ら
幕

政
を
取
り
仕
切
る
体
制
が
確

立
し
た
こ
と
で
、
愚
鈍
な
将

軍
の
時
代
が
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
幕
藩
体
制
が
揺

ら
ぐ
こ
と
な
く「
泰
平
の
世
」

が
続
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

三建広報委員　横 森 久 士
中林建設㈱

外国人材の活用は
建設業の担い手確保の

処方箋になるか

歴
史
よ
も
や
ま
話
　
276

和
泉
　
　
清

徳
川
三
百
年

長
期
政
権
を
可
能
に
し
た
も
の
は
何
か

最後の将軍　徳川慶喜
（1866～67年ごろ撮影、
松戸市戸定歴史館蔵）

ベトナム人従業員の親睦会を開催
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カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
、
キ
リ

ス
ト
の
復
活
祭
前
の
一
定
期

間
は
肉
食
を
控
え
る
が
、
そ

こ
に
入
る
直
前
に
、「
乱
痴

気
騒
ぎ
の
祭
り
？
」
を
す
る

の
が
、
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
（
謝

肉
祭
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
カ

ル
ナ
ヴ
ァ
ル
）
だ
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ニ
ー
ス

の
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
（
パ
レ
ー

ド
）な
ど
が
特
に
有
名
だ
が
、

各
地
で
街
を
挙
げ
て
お
祭
り

し
、
老
若
男
女
が
仮
装
し
て

パ
レ
ー
ド
し
た
り
、
踊
っ
た

り
、
市
庁
舎
か
ら
何
か
を
投

げ
た
り
、
狂
騒
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。

　

そ
の
仮
装
パ
レ
ー
ド
を
、

「
動
物
！
」
に
例
え
て
、
14

曲
か
ら
な
る「
組
曲（
オ

ム
ニ
バ
ス
形
式
）」
で
、

作
曲
し
た
の
が
、
フ
ラ

ン
ス
の
作
曲
家
カ
ミ
ー

ユ
・
サ
ン
・
サ
ー
ン

ス
の『
動
物
の
謝
肉
祭
』

だ
。

　

百
獣
の
王
「
ラ
イ
オ

ン
」
か
ら
始
ま
っ
て
、

「
雌
鶏
と
雄
鶏
」、「
騾

馬
」、「
亀
」、「
象
」、「
カ

ン
ガ
ル
ー
」、「
水
族
館
」、

「
カ
ッ
コ
ウ
」、「
白
鳥
」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
の
特
徴
や

動
き
を
、「
音
楽
で
表
現
す

る
！
」
と
い
う
画
期
的
な
も

の
に
な
っ
て
い
る
。

　

ち
ょ
っ
と
聞
く
だ
け
で

は
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
、
子
供

向
け
の
作
品
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、

『
動
物
！
の
謝
肉
祭
』

で
あ
る
の
に
、
ど
う

い
う
訳
か
「
ピ
ア
ニ

ス
ト
」
と
か
、「
化

石
！
」
が
出
て
く
る

他
、
自
身
の
作
品
は
勿
論
、

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
（
仏
）、
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
（
独
）、

オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
（
独
〜

仏
）、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
（
伊
〜

仏
）
な
ど
、
他
の
作
曲
家
の

作
品
が
、
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て

盗
用
？
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ

を
探
す
だ
け
で
も
楽
し
い
。

　

特
に
、「
化
石
！
」
の
中

に
は
、
自
身
の
作
品
に
加

え
、『
き
ら
き
ら
星
』
や
『
月

の
光
に
』
と
い
っ
た
有
名
な

「
フ
ラ
ン
ス
民
謡
」
に
加
え
、

当
時
の
「
フ
ラ
ン
ス
の
準
国

歌
」
な
ど
を
潜

り
込
ま
せ
て
い

る
が
、こ
れ
は
、

普
仏
戦
争
に
負

け
て
以
降
、
サ

ン
・
サ
ー
ン
ス

が
ド
イ
ツ
ヘ
の

反
発
を
強
め
て

い
る
時
期
で
、

「
オ
ル
ガ
ン
付

き
」
と
い
う
フ

ラ
ン
ス
風
の
『
交
響
曲
第
３

番
』
を
作
曲
中
に
、
息
抜

き
！
と
し
て
、
か
つ
て
盛
ん

だ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
器
楽
組

曲
（
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
）
の

復
興
を
念
頭
に
、『
動
物
の

謝
肉
祭
』
の
作
曲
を
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
そ
う
し

た
「
盗
作
ま
が
い
？
」
の
い

き
さ
つ
か
ら
、
チ
ェ
ロ
演
奏

に
よ
る
有
名
な
『
白
鳥
』
以

外
は
、
完
成
時
か
ら
35
年
も

経
っ
た
サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
の

死
後
に
、
初
め
て
公
開
さ
れ

た
の
だ
が
、
こ
れ
が
他
の
作

品
以
上
に
評
価
さ
れ
て
い
る

と
い
う
の
は
、
本
人
に
も
予

期
せ
ぬ
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。

　

同
じ
よ
う
に
、
少
し
間
が

開
い
て
評
価
さ
れ
た
と
い
え

ば
、ジ
ュ
リ
ア
ン
・
デ
ュ
ヴ
ィ

ヴ
ィ
エ
監
督
、
マ
リ
ー
・
ベ

ル
主
演
で
、１
９
３
７
年（
昭

和
12
年
）
に
公
開
さ
れ
た
、

フ
ラ
ン
ス
映
画
の
珠
玉
の
名

作『
舞
踏
会
の
手
帖
』

が
思
い
浮
か
ぶ
。

　

煌
め
く
シ
ャ
ン
デ

リ
ア
の
も
と
、
甘
い

ワ
ル
ツ
が
流
れ
、
肌

も
露
わ
な
純
白
の
イ

ブ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス

に
、
レ
ー
ス
の
胸
飾

り
を
つ
け
た
妙
齢
の
女
性
た

ち
。

　

そ
れ
を
待
ち
受
け
る
、
燕

尾
服
の
「
王
子
様
？
」
を
始

め
と
す
る
素
敵
な
男
性
た
ち

と
の
出
会
い
と
、
裳
裾
を
翻

し
て
の
ダ
ン
ス
と
、
め
く
る

め
く
夜　
　

そ
れ
が
思
春
期

の
女
性
が
、
胸
を
と
き
め
か

す
「
舞
踏
会
」
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
、
庶
民
に
は
及
び
も

つ
か
な
い
カ
ー
テ
ン
の
向
こ

う
側
の
、
幻
想
的
な
世
界
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
乙
女
た

ち
の
あ
こ
が
れ
の「
舞
踏
会
」

の
場
面
に
は
、
ほ
ん
の
少
し

触
れ
た
だ
け
で
、一
遍
に「
そ

の
20
年
後
！
」
の
７
人
の
男

性
の
生
き
ざ
ま
を
取
り
上
げ

た
の
が
、『
舞
踏
会
の
手
帖
』

だ
っ
た
。

　

こ
の
映
画
は
、
日
本
で
は

日
中
戦
争
さ
な
か
の

１
９
３
８
年
（
昭
和

13
年
）
に
公
開
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
、
享

楽
的
？
、
退
廃
的
？

で
あ
る
と
し
て
、
軍

部
に
よ
っ
て
上
映
を

禁
止
さ
れ
た
も
の

の
、
戦
後
す
ぐ
に
再

上
映
さ
れ
、
高
い
評

価
を
得
た
の
だ
っ

た
。

　

映
画
の
あ
ら
す
じ
は
、

　
　

若
く
し
て
未
亡
人
と

な
っ
た
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ

は
、
初
め
て
参
加
し
た
舞
踏

会
で
、「
次
は
僕
と
踊
り
を
」

と
、
ダ
ン
ス
の
申
し
込
み
順

を
記
し
た「
舞
踏
会
の
手
帖
」

を
見
つ
け
る
。

　

そ
こ
に
は
、
会
っ
た
ば
か

り
な
の
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
熱

く
恋
を
囁
い
た
男
た
ち
の
名

前
が
書
か
れ
て
い
た
。

　

彼
等
を
差
し
置
い
て
結
婚

し
た
後
、
夫
は
美
し
い
若
妻

を
い
と
お
し
む
余
り
？
、
彼

女
に
何
人
と
の
交
際
も
許
さ

な
か
っ
た
の
で
、
以
後
の
彼

等
の
消
息
は
分
か
ら
な
い
。

　
（
み
ん
な
ど
う
し
て
い
る

だ
ろ
う
？
。
私
は
ま
だ
若
い

し
、
青
春
を
取
り
戻
そ
う
）

と
考
え
た
彼
女
は
、
20
年
近

く
会
っ
て
い
な
い
彼
等
を
訪

ね
る
旅
に
出
る
の
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
前
途
有
望
な

夢
を
語
っ
て
い
た
か
つ
て
の

恋
人
た
ち
の
人
生
は
、　　

20
年
前
に
、
彼
女
の
婚
約
を

知
っ
て
自
殺
し
、
そ
の
事
実

を
い
ま
だ
に
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
狂
っ
た
母
親
で
あ
る
と

か
、
犯
罪
に
手
を
染
め
て
服

役
し
、
さ
ら
に
悪
事
を
重
ね

る
弁
護
士
と
か
、
闇
医
者
と

な
っ
て
堕
胎
で
稼
い
で
い
る

も
の
な
ど
、
遠
い
昔
に
思
い

を
寄
せ
る
女
性
の
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
な
郷
愁
と
、
そ
し
て

現
実
の
ほ
ろ
苦
さ
の
対
比

が
、「
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
」

で
描
写
さ
れ
て
い
く
。

　

主
役
を
演
じ
た
マ
リ
ー
・

ベ
ル
の
美
し
さ
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
相
手
役
に
、
当
時

の
名
優
た
ち
が
ず
ら
り
と
揃

え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
演
技

派
で
あ
る
だ
け
に
、
今
の
我

々
が
見
る
と
、
息
苦
し
さ

を
感
じ
る
ほ
ど
だ
が
、
こ
の

『
舞
踏
会
の
手
帖
』
を
、
宝

物
！
の
よ
う
に
敬
い
、
そ
れ

を
見
た
感
激
ぶ
り
を
「
戦
後

世
代
」
に
向
か
っ
て
吹
聴
し

て
い
た
の
が
、「
焼
跡
闇
市

派
」
だ
っ
た
。

　

食
糧
・
モ
ノ
・
娯
楽
に
飢

え
、
人
生
の
哀
歌
を
現
実
に

経
験
し
て
い
た
「
焼
跡
闇
市

派
」
に
と
っ
て
は
、
舞
踏
会

な
ど
、
夢
の
ま
た
夢
で
あ
っ

て
も
、
現
実
の
世
界
で
は
、

彼
等
も
同
じ
よ
う
に
苦
し
ん

で
い
る
こ
と
に
共
感
し
、
初

め
の
公
開
か
ら
歳
月
を
置

い
た
再
上
映
後
に
は
、「
伝

説
？
」
と
も
い
う
べ
き
高
い

評
価
を
与
え
た
の
で
あ
っ

た
。

　

つ
ま
り
は
、『
舞
踏
会
の

手
帖
』
が
、「
伝
説
」
と
な

る
に
は　
　

ま
さ
に
、
こ
う

し
た
「
訳
！
」
が
、
あ
っ
た

の
だ
。

　19歳の時に来日。友人から「日本
は接客が美しく、治安の良い場所
だ」と聞き、働くことを決めた。２
年間を日本語学校で、２年間をアパ
レルの専門学校で学んだ後、現在の
ホテルに入社した。「コロナ禍とい
うこともあり就職には苦労したが、
接客業に務めたい気持ちが自社との
縁につながった」と当時を振り返る。
　現在は宿泊客への接客とＳＮＳで

の発信、他のスタッフの教育に従事
しているとのこと。「ＳＮＳでは当
ホテルだけでなく、熱海全体を海外
に向けて発信している。さまざまな
国の方から質問をいただき、熱海観
光と当ホテルに宿泊してもらえるよ
う紹介している」と国外に向けたＰ
Ｒ活動を怠らない。ホテルの魅力を
聞くと「接客はもちろんのこと、料
理がおいしく、温泉もあり満足度が
高い」と魅力を語る。
　最初の頃は日本の言葉や作法に苦
労したとのこと。「先輩方にたくさ
んのことを学ばせてもらい感謝して
いる。今は同じ外国人スタッフの不
安や疑問を解消することが恩返しだ
と思っている」とほほえむ。今後は
ホテルのさらなる満足度向上に向け
て取り組んでいきたいと目標を掲げ
る。
　建設業のイメージについては建設
現場や道路の舗装などを挙げ、「安
全を徹底しており、通行人の安全な
ど、さまざまなことに気を配ってい
る」と安全意識の高さに驚く。
　趣味はヨガや歌、散歩。時間があ
るときは来宮神社に訪れ、お茶をた
しなむ。ネパール出身の29歳。

三建めぐり

～ 熱海の良さを海外に向けて発信 ～

月の栖　
熱海聚楽ホテル

パリヤ・ル・マニタさん

フランス事情94

「伝説」となった映画
 『舞踏会の手帖』

三建常任相談役　小野　徹

日本文化を楽しむマニタさん

サン・サーンス

「動物の謝肉祭」

ジュリアン・デュヴィヴィエ監督

「舞踏会の手帖」




